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広域観光は必要・推進組織は継続すべきとの意見が多数

【広域観光の必要性・広域観光推進組織】

すべての構成団体が、広域観光は必要であると回答。
そのための推進組織が必要であるとの回答が８割を超えた。

【鳥取・因幡観光ネットワーク協議会の今後のあり方】

協議会は存続すべき、または事業を縮小してでも存続すべきとの回答が６割を超えた。
自由記述では、期限を切っての活動は賛成との意見もあった。

【鳥取・因幡観光ネットワーク協議会の評価】

現在実施中の事業については、全体として良い評価を受けた。
特に、情報発信事業や周遊バス企画・周遊ルート造成事業に対する評価が高い。
一方で、エージェント営業に対する評価は高くない。

【協議会が存続する場合の相応の負担】

存続する場合の相応の負担はやむを得ないとの回答が５割を超えた。
自由記述では、行政負担に期待するとの意見が多くあった。

【協議会が存続する場合の実施事業】

存続する場合の実施事業は、情報発信事業や周遊バス企画・周遊ルート造成事業の実施を期待する
回答が６割を超えた。

平成27年度以降の鳥取・因幡観光ネットワーク協議会の存続、実施事業、経費負担等
については、早々に組織市町観光担当課長会議で検討を始める。


